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[調査]イギリスの労働者協同組合運動

序

イギ')スの労働運動の歴史のなかt･,労働者生産協同

組合の運動は長い間,労働組合運動や社会主義政党の運

動から冷淡な扱いを受けてきただけではなく,協同組合

運動のなかでも傍流の位置におかれていた｡実態におい

ても,世紀転換期に100を超した労働者生産協同組合は,

1973年には20にまで減少し,社会的影響力をほとんど

持たなくなった1)｡

ところが,このような伝統的な労働者生産協同組合と

は異なる形態をとった｢労働者協同組合｣ (workers'co一

Opera:ive)が, 1970年代の後半から各地で続生するよう

になった｡労働者協同組合とは,製造業に限定されず,

産業部門を問わず,組合員である従業員が所有権と管理

権をもつ企業のことである｡このような労働者協同組合

の組合員は, 1976年から81年までに27倍(約6,000名)

になった2)｡労働者協同組合の数は, 1980年から84年

の間でも, 305から911-と3倍化している3)｡

この労働者生産協同組合の｢再生｣あるいは,より正

確には,労働者協同組合の｢新生｣とも呼ぶべき現象は,

実のところなにもイギリスに限ったことではなく,アメ

リカ合衆国や,スペイン,イタリア,フランスなどヨー

ロッパ諸国のかなりの地域で共通して見られる現象であ

る4)｡アメ')力合衆国では, ESOP(Employee Stock

1) Campbell, A･, et al′, Worker-0靴,ners∵ The Mon-

dragon AchieUement, London : Angle-German Foun-

dation for the Study of Industrial Society, 1977, p･ 9･

2) Cockerton, P･, and A･ Whyatt, The Workers Co-

operative Handbook ･'A Comprehensiue Guide lo Selling

uP a Workers C0-operative, London : ICON Co-Publi-

cations, 1984, p･ 5･

3) Luyster, C･(ed･), The New Cooperatives.･ A

Directory and Resource Guide, 3 rd ed･, London: Co一

Operative Development Agency, 1984, p･ 100.

4)わが国でも,つぎのような文献で欧米における

現状の紹介がなされている｡

石川晃弘(編)『現代資本主義と自主管理』合同出版,
1981年｡社会運動研究センター(編)『協同組合運動の

新しい波』三一書房, 1983年｡佐藤誠(編)『協同組合

Ownership Plan-従業員株式所有プラン),ワーカー

ズ･コレクティブズ(Workers'Collectives),ワーカー･

コーオペラティブズ(Worker Co一〇peratives)などの名称

が用いられているが, ESOP企業だけでも約6,000企業,

全労働力の約8%を占める300万一400万の従業員が現

存すると推定されている5)｡ヨーロッパではEC内の労

働者協同組合の組合員数は1970年代に2.5倍増え, 1984

年現在で54万人と推定されている6)｡このうち半分以上

はイタリアの組合員である｡

イタリアの協同組合運動は,経済の民主主義的変革を

めざす目的意識をもって活動している｡とくにレガ(協

同組合全国連盟)の運動は,労働組合運動とも協力して,

協同組合セクターを私企業セクター,公企業セクターと

並ぶ第3セクターとして発展させることを目ざしている｡

また,その傘下では,生産協同組合,消費協同組合など

各種の協同組合が相互提携しつつ活動している｡このよ

うな状況下でイタリアの労働者協同組合数は, 1974年の

4,860から81年の11,203に急増し,その活動分野も伝統

的な食品加工,工芸,軽工業,金属,機械,建築,土木

などから,専門的技能を要するサービス,文化などにも

広がってきている7)｡

フランスにおいでも労働者協同組合の数が, 1970年の

約300から84年の約1,400-と急増している8)｡また,

の拓く町-スペイン･キンドラゴンの実験』芽はえ

社, 1984年｡生活問題研究所(縞)『イタリア協同組合

レポート-暮しを変え,地域を変えるプログラム』

合同出版, 1985年｡ Prandini, 〇･, La CooperaZione,

Roma, Editori Riuniti, 1982(プランディ一二著,管

野正純訳『協同組合論-イタリアの戦略』芽はえ社,
1985). Louis, R･, Labour C0-0peraliues ･'RelrosPeei

and Prospects, Geneva : International Labour 0億ce,

1983(ルイ著,根本久雄･畠山次郎共訳『労働者協同

組合-その回顧と展望』青弓社, 1985)｡桑原靖夫

｢米国で労働者所有企業がふえでいる｣ 『ェコノ　ミス

ト』1985年6月3日号｡

5)桑原,同上論文, pp･114,118｡

6) CDA, An Introduction lo Worker C0-operalwes,

Londoll: CDA, n･ d･(1985?), p･ 1･

7)生活問題研究所(縞),前掲書, pp言～ii,206｡

8) Estrin, S･, et al･言`The Varying Nature, Impor-
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経　　済

協同組合は, 1852年の｢産業･友愛組合法｣ (Industrial

md Provident Society Act)によって法的にも承認され

保護される存在となった｡協同組合運動の全国的組織化

もすすみ･ 1862年に協同組合卸売連合会(Co一〇perative

Wholesale Society-CWS) , 1882年に生産協同組合の連

合体である協同組合同盟生産連合(C0-operative Produc-

tive Federation-CPF), 1889年に小売協同組合の中央

団体である協同組合同盟(C0-Operative Union-CU)那

結成された｡そして1895年には協同組合運動の国際組

織として国際協同組合同盟(International Co一〇perative

AIliance-ICA)がロンドンに設立された｡

19世紀後半における協同組合運動全体のこのような

高揚のなかで･生産協同組合の数も増えていった｡ロッ

テデっレ公正先駆者組合は, 1854年にキャラコ製造協同

組合を設立した｡主要な出資者はそこで働く約100名の

労働者であった｡この協同組合は,絹業ブームにのって

発展し･ 59年に一般の投資家の投資をも受け入れること

になった○翌60年には出資者数は1,400人となったが,

そのうち工場で働く労働者は200名にすぎなかった｡こ

うして･この協同組合は62年には株式会社に転換して

しまった｡

1860年代になると生産協同組合がつぎっぎに誕生し

はじめたoそれは,ときにはストライキの結果であり,

多くの場合は財政力のある個人や労働組合の援助の結

果であった｡しかし,これらの生産協同組合の多くは,

短期間のうちに資本主義的企業に転換し,相互の協力関

係もほとんどみられなかった｡

1882年から93年にかけて生産協同組合の急増がみら

礼,その数は6倍化した｡生産協同組合数は1881年は

13であったが,93年には113になった｡とくに縫製,印

刷･製紙の3業種での成長が大きかった｡その後の伝統

的な生産協同組合の歴史のなかで,どの時代をとっても,

これら3業種の生産協同組合数が60%以上を占めてい

たと推定されている14)｡生産協同組合のこの成長期には,

建設関係の協同組合もいくつか設立されたが,長続きし

なかった｡

1880年代から90年代にかけての生産協同組合運動の

イニシァティブをとったのは,ほとんど例外なしに労働

者諸個人か労働者組織であった｡そのうちのかなりの数

の生産協同組合は,使用者側のロックアウトに抵抗して

形成されたものであった15)｡これらの生産協同組合はそ

14) Wajcm紬, ibid., p. 19.

15) Jones･D･C･, "Worker Parli坤atwn ln Manage-

ment in Brl'laln,''in Gars｡n, G･ D･ (ed･) , Worker Self-

研　　究　　　　　　　　　　　　　vol. 37　N0. 1

の製品の市場を消費協同組合に求めることが多かった｡

手工業的部門だけではなく,繊維産業,石炭産業,造船

業などにも生産協同組合の設立が試みられたが,資本と

管理能力の不十分さから,これらの生産協同組合は長続

きしなかった｡成功した生産協同組合の多くは,株式会

荏-転換していった｡

伝統的な生産協同組合においてば所有権と管理権を

そこで働く労働者だけのものに限定するという試みがな

されなかった｡それゆえ,生産協同組合工場で働く労働

者とそれ以外の者とが所有権と管理権をあわせ持ってい

た｡さらに生産協同組合工場においては,組合員だけで

なく,非組合員の労働者が雇用されるのが常であった｡

協同組合生産連合に加盟する生産協同組合は, 1894年

に99,世紀転換期に100を超し, 1905年にピーク(109)

に遷した｡しかし,その後の活動は停滞し,両大戦間期

以降,生産協同組合の数は減少し続けた16)｡とくに第2

次大戦後の減少はいちじるしい(第2表,参照)｡ 1950

年以降,伝統的生産協同組合の新設はみられない｡後述

するように, 1976年の産業共同所有法(Industrial Com-

mon Ownership Act)にもとづいて労働者協同組合は国

家から補助金を交付されることになった｡協同組合生産

連合はこの法律の保護対象として承認されるように新モ

デル規約をつくったが,適法団体とはみなされなかった｡

その理由は,協同組合生産連合は労働組合メンバーをそ

の評議会の構成員としていないから,というものであっ

た｡協同組合生産連合に加盟する生産協同組合は, 1978

年には8組合にまで減少したため,生産連合の組織的維

持が困難になった｡このため, 1980年,協同組合生産連

合は,協同組合同盟に吸収されることになった17)｡

現在残っている伝統的生産協同組合の多くは,在来型

産業(縫製,製靴,印刷)千,イングランド中部に集中し

第2表　協同組合生産連合加盟の生産協同組合の致

年

組令数

Managemeヶ所n Industry, Londom Praeger, 1977, pp･

104-105.

16)例外的に, 1920-21年という短期間,ギルド社

会主義運動の成果として,建築部門で生産協同組合運

動が高揚をみた｡全国建築工ギルドは, 1920年に設

立され･ 22年に解散した｡ギルド社会主義の社会変革

構想は,産業を公有化し,その経営を仝労働者の参加

するギルドに委任するというものであった｡

17)同年,協同組合同盟はその内部組織として協同

組合生産委員会を設置した｡










































